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全
難
連
第
ヱ
ハ
回
総
会
開
く

　

去
る
五
月
二
七
日
、
東
京
・
新
宿
の
戸
山
サ

ン
ラ
イ
ズ
で
全
難
連
第
二
（
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
加
盟
六
団
体
の
代
表
が
参
加

し
、
平
成
元
年
度
の
活
動
経
過
報
告
、
決
算
報

告
を
承
認
、
平
成
二
年
度
の
活
動
方
針
、
予
算

を
決
定
す
る
と
共
に
、
新
役
員
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

開
会
冒
頭
、
岩
下
宏
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
。

　

「
昨
年
度
は
、
全
難
連
の
主
た
る
役
割
の
一
つ

で
あ
る
厚
生
省
と
の
交
渉
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
、
全
姚
連
の
活
動
を
広
く
。
・
般
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

役
員
の
入
院
な
ど
、
困
難
な
状
況
も
あ
り
ま
し

た
が
、
一
応
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
厚
生
省
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
特
に
懸
案
と
な
っ

て
い
る
長
期
療
養
施
設
に
関
し
て
は
、
他
団
体

に
も
働
き
か
け
て
、
早
期
実
現
を
求
め
て
ゆ
き

ま
す
。
ま
た
、
加
盟
団
体
を
増
や
す
努
力
を
積

極
的
に
行
い
、
全
僻
辿
が
名
実
共
に
全
国
の
雌

病
患
者
団
体
の
連
絡
協
議
体
と
な
る
よ
う
、
努

力
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
全
難
連
の

在
り
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、
重
点
課
題
を
掲
げ

て
取
り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
の
必
要
性
が
話
し
あ

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
全
難
連
の
在
り
方
と
し
て
は
、
全
難

連
は
全
国
難
病
患
者
団
体
（
国
の
「
特
定
疾
患
」

団
体
に
限
定
し
な
い
）
が
結
集
し
た
組
織
で
あ

り
、
各
地
域
レ
ベ
ル
で
は
で
き
な
い
、
国
に
対

す
る
働
き
か
け
や
、
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
の
啓

蒙
、
調
査
、
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
ゆ
く
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
単
一
団
体
で
は
で
き
な
い
運

動
へ
の
援
助
も
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

話
し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
老
人
保
健
法
や
医
療
法
の
改
正
で
、

重
度
の
難
病
患
者
や
老
齢
化
し
た
難
病
患
者
が
、

長
期
に
入
院
で
き
る
病
床
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
高
度
の
医
療
と
介



５
｛
｛

報会連難全

護
体
制
が
整
い
、
長
期
に
入
院
で
き
る
施
設
や

病
床
の
設
置
を
強
く
要
望
し
て
ゆ
く
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
活
動
経
過
報
告

一
、
総
会
（
平
成
元
年
四
月
）

　
　

昭
和
六
三
年
度
の
活
動
経
過
、
決
算
報
告
、

　

平
成
元
年
度
の
活
動
方
針
、
予
算
、
新
役
員

　

人
事
を
承
認
。
新
役
員
体
制
に
な
っ
て
二
年

　

度
目
で
、
全
難
連
の
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
、

　

行
政
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
、
長
期
療
養
施

　

設
の
実
現
や
難
病
対
策
の
法
制
化
な
ど
を
訴

　

え
て
ゆ
く
こ
と
を
決
め
た
。

一
ぺ
厚
生
省
交
渉
（
平
成
元
年
六
月
）

　
　

難
病
対
策
関
係
予
算
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
長

　

期
療
養
施
設
の
早
期
実
現
、
難
病
対
策
の
法

　

制
化
な
ど
、
各
加
盟
団
体
の
要
望
を
集
約
し

　

て
で
厚
生
省
各
担
当
課
へ
請
願
。
身
体
障
害

　

者
の
日
常
生
活
用
具
に
、
重
度
の
言
語
障
害

　

の
あ
る
難
病
患
者
に
と
っ
て
必
要
な
「
コ
ミ
ュ

　

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
」
（
意
思
伝
達
装
置
）

　

を
加
え
る
こ
と
、
自
己
免
疫
疾
患
の
検
査
薬

　

の
保
険
適
用
な
ど
が
、
平
成
二
年
度
か
ら
実

　

現
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

三
、
厚
生
省
関
係
課
の
人
事
移
動
で
挨
拶
と
懇

　

談
平
成
元
年
九
月
）

　
　

新
し
く
就
任
さ
れ
た
長
谷
川
保
健
医
療
局

　

長
、
松
沢
疾
病
対
策
課
長
ら
と
挨
拶
を
か
ね

　

て
懇
談
。

四
、
講
演
会
開
催
（
平
成
元
年
一
〇
月
）

　
　

東
京
・
日
本
青
年
館
で
、
全
難
連
主
催

　

「
難
病
を
考
え
る
集
い
・
講
演
会
」
を
開
催
。

　

国
立
静
岡
病
院
名
誉
院
長
・
宇
尾
野
公
義
先

　

生
、
自
治
医
科
大
学
教
授
・
狩
野
庄
吾
先
生

　

に
、
そ
れ
ぞ
れ
神
経
難
病
の
ケ
ア
及
び
免
疫

　

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

五
、
医
療
法
の
改
正
に
つ
い
て
厚
生
省
と
話
合

い
（
平
成
元
年
コ
ー
月
）

　

進
行
中
の
医
療
法
の
改
正
作
業
に
つ
い
て
、

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、
改
正
の
主
旨
、
主
な
改

　

正
点
な
ど
に
つ
い
て
、
健
康
政
策
局
担
当
官

　

に
説
明
を
聞
き
、
全
難
連
と
し
て
の
要
望
を

　

伝
え
た
。

六
、
平
成
二
年
度
大
蔵
省
案
に
対
す
る
復
活
析

　

衝
（
平
成
元
年
一
二
月
）

　
　

厚
生
省
保
健
医
療
局
長
並
び
に
担
当
各
課

　

長
、
大
蔵
省
担
当
主
計
官
に
難
病
対
策
予
算

　

の
復
活
を
請
願
。
難
病
相
談
事
業
予
算
で
若

　

干
の
成
果
が
上
げ
ら
れ
た
。

七
、
厚
生
省
関
係
課
へ
新
年
の
挨
拶
（
平
成
二

　

年
一
月
）

八
、
医
療
法
改
正
で
厚
生
省
と
話
合
い
（
平
成

　

二
年
二
月
）

　
　

医
療
法
改
正
の
作
業
状
況
に
つ
い
て
、
厚

　

生
省
の
考
え
を
聞
く
。

九
、
医
療
法
改
正
で
厚
生
省
へ
陳
情
（
平
成
二

　

年
三
月
）

　
　

難
病
患
者
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
強
く

　

訴
え
、
長
期
入
院
を
要
す
る
難
病
患
者
の
た

　

め
の
病
床
の
確
保
等
、
ヶ
ア
を
中
心
と
し
た

　

難
病
対
策
が
改
正
医
療
法
に
盛
り
込
ま
れ
る

　

よ
う
、
担
当
課
で
あ
る
健
康
政
策
局
総
務
課

　

に
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

一
〇
、
会
報
の
発
行

　
　

平
成
元
年
四
月
、
同
九
月
、
同
十
二
月
に
、

　

7
1
号
・
7
2
号
・
7
3
号
を
発
行
し
た
。

一
一
、
運
営
委
員
会
並
び
に
事
務
局
会
議

　
　

毎
月
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
れ
を
補

　

う
事
務
局
会
議
を
随
時
開
催
し
て
、
会
運
営

　

に
あ
た
っ
て
き
た
。

一
り
乙一



Ｉ
″ｊ

／
１允

報会連難全

｀Ｗ｀″
｛一

元成１
　

ン部の入収く

目項 額金 考備

入
金
入

｀
む
ａ

会
寄
雑

Ｏ
１
０

０
C
O

O

０
４
０

　
*
l

≪
^

≫
S

ｒ
ａ
｛
ｈ
ｕ
ｌ

Ｑ
:

t
o

０
７

Ｉ 貴会ご唱
寄
盟
人
加
個

　
　
金

計
越

　
　
繰

　
　
期

小
前

6
1
9
9

ｊ
μ

C
-
J

C
O

8
6
3
4

　
タ
　
ー

１
１

計合 ０(
J
D

C
D

　
ーmｏ２

　
？ｎ
ａ

ン部の出支く

目項 額金 考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
パ
費
費

　
一
　
　
　
会
経
　
　
　
盟
　
作
　
テ

信
・
報
議
　
所
熱
料
加
際
制
具
ン
　
備

　
ビ
　
　
　
演
務
　
　
　
体
　
筒
　
ラ

通
コ
会
会
講
事
光
資
団
交
封
文
ボ
雑
予

３
０
７
６
４
０
８
０
０
０
０
９
０
　
０
０

８
０
　
０
３
８
４
０
　
　
０
０
０
５
０
　
１

４
０
８
３
９
４
９
　
　
０
０
０
２
０
　
８

７
　
８
４
７
２
６
９
　
　
０
８
０
３
０
　
ｑ
１

６
４
８
２
２
７
３
　
　
５
　
　
６
１
３
　
１

　
　
　
　
　
り
･
j

f
-
(
o
:

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
号
　
　
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

代
一
7
3
　
謝
1
2
　
　
　
費
　
　
　
　
　
購

話
ナ
　
’
　
師
×
代
　
盟
　
　
　
　
　
ブ

電
卜
号
　
講
7
0
気
　
加
　
　
　
　
　
一

’
’
7
2
　
　
’
β
電
　
　
Ｐ
　
　
　
　
　
　
ト

代
一
　
’
　
費
8
1
　
’
　
Ｄ
等
　
　
　
費
ス

手
ピ
号
　
場
賃
道
　
Ｙ
典
　
　
　
通
油

切
コ
7
1
　
会
家
水
　
Ｉ
香
　
　
　
交
石

計
金

　
　
越

　
　
繰

　
　
期

小
次

７
C
O

0
2
6
3

　
９
　
タ

4
8
5
7

ｊ
μ
Ｉ
Ｉ

計合 ０ｆ
Ｄ
か
○

　
費ｒ
ａ
ｏ２

　
夕Ｑ
Ｊ

一
り
り



報会連難全

ン部の入収く

ｊ行

″１
　

″｀２成ｙ

目項 額金 考備

　
げ
　
上入
売
金
人

認
一
々
ａ

会
機
寄
維

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

　
９
　
ｙ
　
９
　
９

０
０
０
１

１
５
５

り
ム
　
　
ー

１ 貴会体
　
心

眼
　
寄

盟
　
　
人

加
　
　
個

　
　
金

計
越

　
　
繰

　
　
期

小
前

Ｏ
C
T
}

０
C
O

Ｏ
C
O

　
h

r
-

１
７
１
m
４
４

　
９
　
タ

１
１

計合 り
り

ｎ
ｊ
ｐ
ｏ

　
９Ｒ
》
６８

　
タ２

ン部の出支く

｛
日項 額金 考備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
パ
費
費

　
一
　
　
　
会
経
　
　
盟
　
作
　
テ

信
・
報
議
　
所
熱
料
加
際
制
具
ン
　
備

　
ビ
　
　
　
演
務
　
　
　
体
　
　
筒
　
　
ラ

通
コ
会
会
講
事
光
資
団
交
封
文
ボ
維
予

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０

　
費
　
タ
　
ｙ
　
ｙ
　
ｙ
　
１
　
９
　
タ
　
タ
　
ｙ
　
タ
　
？
　
ｙ
　
ｙ
　
？

０
８
０
０
０
６
０
０
０
８
０
０
０
６
０

５
４
０
４
５
１
６
３
５
　
　
５
２
５
２
７

Ｉ
　
　
C
O

r
-
H
I
―
I

C
^

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

…＋
　
　
　
　
　
Ｌ

一

弘
　

’

ヅ
　
’
　
　
｛

０
０
４
　
　
講
ｏ
気
　
　
力
　
　
ｒ
ａ

も
0
0
ｘ
　
　
’
ｊ
電
　
　
Ｐ
　
　
筒

作
ご
…
ご
四
ゴ
Ｊ

計
金

　
　
越

　
　
繰

　
　
期

小
次

C
O

O

C
O

C
3

t
o

o

８
０
t
o

<
=
>

C
O

L
f
i

C
M

計合 C
O
C
O
(
£
3

　
f
s
８ｒ
ｏ
ｎ
６

　
ｙ２

一４一



報会連難全
ｊ―ｊ
ｆ
一｝ニご凶

凶

平
成
二
年
度
活
動
方
針

一
、
原
因
究
明
と
治
療
法
の
早
期
開
発
の
促
進

　

を
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

二
、
難
病
対
策
の
強
化
と
医
療
福
祉
の
向
上
を

　

‐
指
し
て
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

三
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
対
象
疾
患
の
拡
大
を

　

働
き
か
け
ま
す
。

四
、
国
立
病
院
・
療
養
所
の
難
病
患
者
の
基
幹

　

病
院
化
と
、
そ
の
た
め
の
制
度
改
善
（
看
護

　

制
度
の
見
直
し
な
ど
）
を
働
き
か
け
ま
す
。

五
、
長
期
療
養
施
設
の
早
期
設
置
を
目
指
し
ま

　

す
。

六
、
難
病
救
済
基
本
法
（
仮
称
）
の
制
定
を
目

　

指
し
て
遊
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

七
、
医
療
法
の
改
正
・
適
正
化
に
向
け
て
患
者

　

団
体
の
意
見
を
結
集
し
、
働
き
か
け
て
ゆ
き

　

ま
す
。

八
、
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
全
難
連
の
組
織
強

　

化
と
相
互
連
帯
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

九
。
難
病
運
動
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を
深
め

　

る
た
め
、
秋
に
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

会

　

長

　

岩
下

　

宏

　
　
　
　
　
　

（
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
）

副
会
長

　

武
田
治
子
（
筋
無
力
症
友
の
会
）

　
　
　
　
　
　

寺
山
ゑ
み
（
膠
原
病
友
の
会
）

会
計
監
査

　

喜
入
ヒ
ロ
ミ

　
　
　
　
　
　

（
多
発
性
硬
化
症
友
の
会
）

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
孝

　
　
　
　
　

（
全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
）

〒
1
6
2
東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
ニ
ー
一
丁
八

　
　
　

全
国
心
身
障
害
児
福
祉
財
団
内

　
　
　

（
電
話
）
○
三
－
ニ
○
三
－
一
二
一
一

　
　
　

（
地
下
鉄
東
西
線
「
早
稲
剛
駅
」
下
車

　
　
　

徒
歩
六
分
）

X
^
v
i*
?
>
-
≫
-
*
>
-
*
"
o

j
-
^
*
>
-
.
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4
5
1
j
l
昏
１
φ
～
～
Ｉ
ｊ
４
ｙ
；
φ
ｌ
ｌ
ｆ
４
～
Ｊ
｀

一
ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

Ｉ

ｒ
！
．
！
！
！
∫
φ
ｊ
芦
！
！
φ
ｒ
４
１
～
φ
！
ｊ
φ
ｌ
ｊ
φ
７
ｉ
芦
ｆ
ｉ
ｉ
心

東

　

京

神
奈
川

東

　

京

東

　

京

中
井
孝
子
様

向
後
和
江
様

佐
藤
純
子
様

匿

　

名

　

様

一
〇
万
円

　

七
千
円

一

万
円

三
四
万
円

　

毎
‐
り
末
に
、
見
覚
え
の
あ
る
筆
蹟
の
封
筒
が

全
難
連
の
ポ
ス
ト
に
届
き
ま
す
。
中
に
は
毎
回
、

多
額
の
ご
寄
付
が
入
っ
て
い
ま
す
。
も
う
。
一
年

以
上
も
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

全
難
連
は
、
加
盟
団
体
が
納
め
る
会
費
だ
け

で
苦
し
い
運
営
を
続
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
匿
名
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
、
役
員
一
同
、
ど

れ
ほ
ど
感
謝
申
し
上
げ
て
い
る
か
し
れ
ま
せ
ん
。

消
印
は
東
京
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
名
前
、

ご
住
所
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
御
礼
状
を
出
す

こ
と
も
叶
い
ま
せ
ん
。
紙
上
を
借
り
て
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｑ
Ｊ一

ぞ
一

お
気
軽
に
医
療
相
談
を
ど
う
ぞ

￥
ｒ
ｉ
～
φ
ｊ
や
ｙ
４
ｙ
４
ｊ
ａ
１
４
ｚ
か
；
φ
ｉ
ｌ
・
ｌ
ｊ
ｆ
！
ｙ
φ
ｊ
４
ｊ
ｌ
レ
ぶ
４

ｔ一誄

　

国
立
静
岡
病
院
名
祥
院
長
の
宇
尾
野
公
義
先

生
か
、
毎
週
金
曜
日
、
難
病
患
者
さ
ん
の
医
療

相
談
に
応
じ
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
ご

専
門
は
神
経
疾
患
で
、
特
に
重
症
筋
無
力
症
の

権
威
で
あ
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
原
則
と
し
て
午
前
中
だ
け
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な
い
方
の
た
め

に
午
後
の
時
悶
も
割
い
て
下
さ
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
そ
の
旨
、
セ
ン
タ
ー
受
付
け
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

＊
相
談
日

　

毎
週
金
曜
日
午
前
一
〇
時
～
正
午

＊
場
所



’
～

・
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全
難
連
、
厚
生
省
へ
請
願

　

と
も
受
け
入
れ
体
制
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
。

　

人
員
増
は
公
務
員
の
「
総
定
員
法
」
が
あ
っ

　

て
、
な
か
な
か
難
し
い
。

五
、
一
定
規
模
以
上
の
総
合
病
院
に
神
経
内
科

　

を
設
置
す
る
こ
と
。

―
－
現
在
、
一
般
病
院
の
一
割
近
く
が
神
経
内

　

科
を
置
い
て
い
る
が
、
地
域
偏
在
が
見
ら
れ

　

る
。
今
後
、
地
域
保
健
医
療
趾
画
の
中
で
是

　

正
し
て
ゆ
き
た
い
。

六
、
専
門
医
の
養
成
に
努
力
し
、
全
国
主
要
病

　

院
に
配
置
す
る
こ
と
。

―
－
法
律
上
「
専
門
医
」
の
規
定
が
な
く
、
な

　

か
な
か
難
し
い
が
、
努
力
し
て
ゆ
く
。

七
、
身
体
障
実
者
福
祉
法
に
よ
る
身
障
者
手
帳

　

の
交
付
範
囲
の
拡
大
。

’
－
障
害
の
基
準
に
合
致
し
て
い
れ
ば
、
交
付

　

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
小
人
症
、
肝
臓
病

　

患
者
に
も
交
付
す
る
こ
と
を
目
ド
検
討
中
で

　

あ
る
。

八
、
在
宅
療
養
患
者
に
対
す
る
在
宅
介
護
手
当
、

　

訪
問
介
護
制
度
等
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
。

－
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
を
支
給
し
て
い

　

る
。
今
後
は
更
に
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
、
厚

　

生
医
療
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
人
工
透
折
等
）

一
以
ｗ一

　

去
る
七
月
二
六
日
午
後
二
時
よ
り
、
厚
生
省

会
議
室
に
お
い
て
、
本
年
度
の
対
厚
生
省
交
渉

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
全
難
連
加
盟
各

団
体
の
代
表
が
出
席
し
、
厚
生
省
側
か
ら
は
、

保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
、
国
立
病
院
課
、
国

立
療
養
所
課
、
社
会
局
厚
生
課
、
健
康
政
策
局

総
務
課
等
、
担
当
各
課
の
係
官
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

全
難
連
か
ら
提
出
し
た
請
願
項
目
と
、
そ
れ

に
対
す
る
回
答
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
す
。

べ
原
因
の
究
明
と
根
本
的
な
治
療
法
の
早
期

　

開
発
を
め
ざ
し
た
特
定
疾
患
調
査
研
究
費
用

　

の
大
幅
増
額
。

－
治
療
研
究
費
は
年
々
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、

　

調
査
研
究
費
は
横
這
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
れ
の
増
額
を
、
疾
病
対
策
課
の
重
要
課
題

　

と
し
て
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

二
、
医
療
費
公
費
負
担
対
象
疾
患
の
拡
大
（
肺

　

線
維
症
、
混
合
性
結
合
組
織
病
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
等
）
。

－
疾
病
対
策
課
と
し
て
は
複
数
の
疾
患
を
取

　

り
上
げ
る
よ
う
、
予
算
請
求
し
て
い
る
が
、

　

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ど
れ
を
指
定
す
る
か

　

は
「
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会
」
で
検
討
し
て

　

も
ら
い
、
決
定
し
て
い
る
が
、
全
難
連
か
ら

　

要
望
の
出
て
い
る
疾
患
は
優
先
順
位
が
高
く
、

　

間
も
な
く
指
定
さ
れ
る
と
思
う
。

三
、
長
期
療
養
施
設
の
早
期
実
現
。

－
厚
生
省
調
査
研
究
班
の
一
つ
、
「
難
病
の

　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
研
究
班
に
お
願
い
し
て
具

　

体
的
モ
デ
ル
を
検
討
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、

　

本
年
度
中
に
定
め
る
。
神
経
難
病
を
中
心
と

　

し
た
施
設
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

四
、
国
立
病
院
・
療
養
所
・
大
規
模
病
院
内
に

　

神
経
難
病
を
中
心
と
す
る
難
病
病
床
を
設
置

　

し
、
医
師
・
看
護
婦
の
増
貝
を
は
か
る
等
、

　

十
分
な
介
護
体
制
が
と
れ
る
よ
う
、
特
別
措

　

置
を
講
ず
る
こ
と
。

－
国
立
療
養
所
は
従
来
か
ら
難
病
対
策
に
取

　

り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
更
に
推
し
進
め
て

　

ゆ
く
。
ま
た
国
立
病
院
に
つ
い
て
も
、
今
後
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週

　

の
推
進
に
っ
と
め
た
い
。

九
、
付
添
い
介
護
手
当
制
度
の
導
入
・
充
実
。

－
こ
れ
は
「
保
険
」
の
中
で
や
っ
て
も
ら
う

　

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
そ
ち
ら
に

　

働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

一
〇
、
「
難
病
対
策
基
本
法
」
（
仮
称
）
を
制
定

　

す
る
こ
と
。

－
現
在
は
身
障
者
福
祉
基
本
法
で
問
に
合
わ

　

せ
て
い
る
。

一
三
人
工
呼
吸
器
等
、
重
度
障
害
を
持
つ
難

　

病
患
者
が
必
要
と
す
る
医
療
福
祉
機
器
の
供

　

給
貸
与
。

１
‐
‐
皿
度
の
言
語
障
害
を
有
す
る
忠
者
の
た
め

　

の
意
思
伝
達
装
置
を
「
日
常
生
活
用
具
」
に

　

組
み
入
れ
た
が
、
人
工
呼
吸
器
に
つ
い
て
も

　

検
討
し
て
ゆ
く
。

二
一
、
社
会
及
び
医
療
・
保
健
・
行
政
関
係
者

　

等
に
対
す
る
難
病
問
皿
へ
の
啓
蒙
活
動
の
推

　

進
。

－
毎
年
一
二
月
に
「
身
障
者
福
祉
週
間
」
を

　

設
け
、
社
会
の
啓
蒙
に
つ
と
め
て
お
り
、
今

　

後
と
も
各
方
面
に
広
げ
て
ゆ
く
。

　

こ
の
他
、
医
療
法
改
正
案
に
出
て
く
る
「
療

養
型
病
床
群
」
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
り
、
厚

生
省
側
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
療
養
型
病
床
群
」
と
は

現
状
の
病
棟
を
そ
の
ま
ま
利
川
し
、
そ
の
巾
の

い
く
つ
か
の
ベ
ッ
ド
（
病
床
）
を
こ
れ
に
充
て

る
も
の
で
、
機
能
川
復
訓
練
室
を
設
け
て
リ
ハ

ビ
リ
に
重
点
を
置
き
、
生
活
面
に
配
慮
し
た
い

と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
要
す
る
人
員
配
置
は
、

省
令
で
定
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
「
長
期
療
養
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
現

施
設
に
ど
の
程
皮
手
を
加
え
れ
ば
利
川
で
き
る

か
、
全
国
に
ど
れ
く
ら
い
設
け
れ
ば
よ
い
か
を

考
え
て
い
る
、
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

難
病
患
者
の
人
院
先
の
確
保
の
問
題
は
疾
忠

に
よ
っ
て
、
ま
た
症
状
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
症
状
の
重
い
患
者
ほ
ど
人
院
先
が
な
い

と
い
う
深
刻
な
問
題
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

す
べ
て
の
患
者
が
安
心
し
て
入
院
療
養
で
き
る

医
療
体
制
の
実
現
を
、
今
後
と
も
辛
抱
づ
よ
く

働
き
か
け
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

「
難
病
を
考
え
る
集
い
」
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

来
る
Ｉ
〇
月
二
〇
日
、
全
難
連
主
催
「
難
病
を
考
え
る
集
い
」
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
私
た
ち
に
身
近
な
薬
の
話
と
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
腎
移
植
に
つ
い
て
、
専
門

医
の
先
生
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　

患
者
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
医
療
、
保
健
関
係
者
の
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

　

＊
日
時
…
…
。
平
成
二
年
一
〇
月
二
〇
日
（
土
）
午
後
一
時
牛
王
二
時
半

　

＊
場
所
…
…
一
T
1
6
0
東
京
祁
新
宿
区
霞
ヶ
丘
町
一
五

　

日
本
青
年
館

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
下
車
六
分
、
国
立
競
技
場
の
隣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
）
○
三
－
四
七
五
－
二
四
五
五

　

＊
講
演
…
「
薬
物
療
法
の
進
歩
と
将
来
」
…
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
教
授

　

水
島
裕
先
生

「
腎
移
植
に
つ
い
て
」

国
立
佐
倉
病
院
副
院
長

　

横
山
健
郎
先
生

一７
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診
療
報
酬
が
改
定
さ
れ
る

　

こ
の
春
、
「
診
療
報
酬
」
が
大
幅
に
改
定
さ

れ
、
看
護
料
等
の
保
険
点
数
が
加
点
さ
れ
る
と

と
も
に
、
新
た
に
「
緩
和
ヶ
ア
病
棟
入
院
料
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
主
に
末
期
ガ
ン
患
者
を
対
象
と
し

　

］

-
-
≪
.

o
o

一
｛

¨

ヅ
ご

　

ツ
ニ
ｙ

た
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
病
棟
で
す
が
、
ケ
ア
に
重
点

を
置
い
た
病
棟
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う

点
で
、
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
定
で
は
在
宅
療
養
の
面
で
、

准
看
護
婦
に
よ
る
訪
問
看
護
指
導
料
や
、
人
工

呼
吸
指
導
管
理
料
な
ど
、
い
く
つ
か
の
項
目
が

新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
在
宅
療
養
に
関
す
る
項
目
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　

部

　

ル

　
　
　

学

　

ビ

　
　
　

医

　

沼

　
　
　

学

　

田

　
　
　

大

　
　
　
　
　
　

京
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帝
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l
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h

　

I

i
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r
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会
落

　
　

県
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会

　

・

協
心

　
　

会
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の
嘔

　

宿

　
　
　
　

丿

　
　
　

京

皿
噺

3
4
0
如
皿
3
1
5
皺
に

者
哺
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病
都
３
化
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涼
幻
卜
京
○
硬
球

病
束
9
5

　

ツ
東
9
6

　

性
東

臓
１
ぐ

　

エ
３
ぐ
発
３

腎
1
6
0
3

　

チ
1
7
0
3
多
1
1

皿
〒
豊

　

’
心
〒
豊
皿
〒
豊

一
九
七
六
年
し
一
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　
　

・

一
九
九
〇
年
九
月
四
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
五
〇
七
号

　
　

0
1

　
　

一

　
　

1
0

　
　

一

　
　

―

　
　

－

　
　

－
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小

　
　

新

　
　

Ｒ

　
　

宿
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9
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会
京
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東
刀
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り
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